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研究要旨

早食いと咀嚼に支障がある（噛めない）人たちに対する保健指導を効果的に行うため

の基礎資料として、30 ～ 70 代の男女計 624 名を対象とした Web 調査を行った。食べ

る速さについては、全体の約 1 割が「かなり速い」、約 3 分の 1 が「やや速い」と回答

し、男性では年齢が若い層ほど早食いの傾向が顕著であった。咀嚼状況については、全

体の 2 割強が支障を有しており、男性では高齢者ほどその割合が高かった。

早食いの関連要因を調べたところ、食事にかける時間、食べ物を噛む回数、三食の食

事時間、食事の時間的余裕との関連が強かった。咀嚼状況と関連の高い要因は、左右の

奥歯をかみしめられるか否か、現在歯数、口の乾燥、食べ物の飲み込みにくさと水の関

係であった。

早食いと咀嚼状況の関連をみたところ、相互の関連は低かったが、早食いは比較的若

い年齢層に多く、咀嚼に支障がある人は比較的高齢層に多かった。この傾向は男性にお

いて顕著であった。しかしながら本分析のサンプルのうち高齢者層は一般集団に比べて

口腔状態が良好な人たちが多いため、今回得られた結果のうち、とくに咀嚼に支障を有

する高齢者については結果が一般集団で予想されるものよりも過少に出ている可能性が

あり、注意が必要と思われた。

A ．目的

早食いは肥満・メタボリックシンドロームとの関連が高く 1-3)、本研究班では健診の場

などを通じて、この是正を図る指導法を検討しているところであるが、研究班としての大

きな柱は「口腔機能に応じた保健指導」であることを踏まえると、保健指導として介入す

べき点は早食いだけではなく、咀嚼機能に支障をきたしている人たちへのアプローチも重

要である。ことに地域住民員を対象として健診事業を行うような場合は、対象者層には年
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齢の高い人たちも多く、歯の喪失が進んでいて咀嚼に支障が生じている人たちが相当数存

在することが予想される。

早食いの人と噛めない人に対する保健指導のアプローチは全く異なるので、健診などの

場を有効に機能させるためには、両者がどのような対象層に多いのかいう記述疫学的な分

析、また両者の関連についての分析疫学的なアプローチが必要である。

しかしながら、これらについて現段階で利用できる既存資料・学術知見は、おそらくは

皆無と思われたので、本研究班において情報収集を重ね、仮説形成を積み重ねていく必要

がある。

そこで、今回、比較的手軽に実施することができる Web 調査 4,5)を行い、早食いと咀

嚼の状況、およびその関連要因などについて、質問紙調査を行った。本稿ではその概要を

紹介する。

B ．対象および方法

対象は Web 調査を専門とする調査会社であるマクロミル社のモニター会員で、40 ～ 70
歳代の男女の計 8 階層から各 75 名、計 600 名を予定して調査を実施した。調査は 2010
年 3 月 24 日の 18 時 40 分から開始し、すべての階層で回答者が 75 名を超えた翌 3 月 25
日 21 時 40 分に終了した。最終的な回答者数は各階層 78 名、計 624 名であった。

回収率は対象全体で 45%であり、比較的若

い年齢層が低く、男女差はほとんどなかった

（表 1）。なお、Web 調査の場合、回収数の上

限に併せてモニター会員へのメール配信数を

調整するので、回収率の計算方法は、郵送法

など既存の紙媒体を用いた質問紙調査などと

は異なる。

表 2 に質問項目の一覧を示す。質問数は 23
で、食べる速さ（Q1 ～ 6）、咀嚼と歯・口の状

態（Q8 ～ 16）、保健行動（Q7、Q17 ～ 20）、
メタボリックシンドローム（Q21 ～ 23）に関

するものに大別される。

分析は、まず各質問の基礎集計を行って分布などを確認した。次いで、本分析における

主要指標である食べる速さ（Q1）と咀嚼状況（Q8：かんで食べるときの状態）について、

回答者の属性および他の質問項目とクロス集計を行い、それぞれの関連要因を検討した。

さらに両者の関連について分析を行った。

なお、対象者はデータが商品開発，研究などに利用されることを承諾して登録したモニ

ター会員であり，個人情報も保護されている．

表１．質問紙調査の回答状況

性 年齢階級
メール
配信数

(a)

回答数
(b)

回収率
（b÷a×100）

40歳代 205 78 38.0%

50歳代 158 78 49.4%
60歳代 143 78 54.5%
70歳代 143 78 54.5%
40歳代 258 78 30.2%
50歳代 166 78 47.0%
60歳代 143 78 54.5%
70歳代 163 78 47.9%

1,379 624 45.3%

女性

男性

全体
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C ．結果

１．回答者の属性と基礎統計

資料 1 に対象者の居住地、職業、未既婚、子供の有無を示す。居住地は 47 都道府県の

うち 1 県を除く都道府県に分布していた。

資料 2 に各質問の回答状況を示す。今回の分析における主要指標の一つである食べる

速さ（Q1）で「かなり速い」は 10.6%、「やや速い」33.5%であった。図 1 は、性・年齢

階級別にみた分布を示したもので、男性では若い年齢層で早食いが多い傾向が認められた

が、女性では不明瞭であった。一方、もう一つの主要指標である咀嚼状況（Q8）では、「何

でもかんで食べることができる」が 78%で、何らかの支障を有している人が 22%であっ

た。図 2 は、性・年齢階級別にみた分布を示したもので、男性では年齢が高くなるにつ

表２．質問項目一覧

番号 質問内容

Q1 食べる速さはどのくらいか

Q2 食事には十分な時間をかけるか
Q3 食べ物を噛む回数は多いほうだと思うか
Q4 三食の食事時間はどのくらいか
Q5 食事をとる際の時間的余裕
Q6 食事は、普段、どこで誰と食べるか
Q7 間食（三食以外に食べるもの）として甘味食品・飲料を１日何回とるか
Q8 かんで食べる時の状態について
Q9 自分の歯または入れ歯で左右の奥歯をしっかりとかみしめらめるか

Q10 以下の食品をかむことができるか：
スルメ、タクアン、固焼きせんべい、人参(生）、牛肉(煮る）、イカタコ（ゆで）、大根（生）、キュウリ

Q12 歯の抜けたところはおぎなっているか
Q13 抜けた歯を何でおぎなっているか
Q14 口の乾燥を感じるか
Q15 食事の時、水を飲まないと食べ物を飲み込みにくいか
Q16 自分の歯の状態についてどう思うか
Q17 歯科医院にはどのような場合に受診するか
Q18 一番最後に歯科治療を受けたのは、どのくらい前か（今受けている治療も含む）
Q19 過去１年間に、健診等（健康診断、健康診査、人間ドック）を受けたことがあるか
Q20 どのような機会に健診等を受けたか
Q21 健診で、メタボリックシンドロームといわれたか
Q22 「ゆっくりとよく噛んで食事をとる」ことが肥満やメタボリックシンドロームの予防に有効だという話を聞い

たことがあるか
Q23 「前問で「ある」と回答した場合 → どこからその情報を得たか（MA）

0%

20%

40%

60%

80%

100%

40代 50代 60代 70代 40代 50代 60代 70代

男 女

図２．かんで食べる時の状態（性・年齢階級別）

何でもかんで

食べることが

できる

一部かめない

食べ物がある

かめない食べ

物が多い

かんで食べる

ことはできない
0%

20%

40%

60%

80%

100%

40代 50代 60代 70代 40代 50代 60代 70代

男 女

図１．食べる速さ（性・年齢階級別）

かなり遅い

やや遅い

ふつう

やや速い

かなり速い

－41－

49



れて咀嚼に支障を有する人が多い傾向にあったが、女性では明瞭な傾向が認められなかっ

た。

２．早食いと咀嚼状況の関連要因

1) 早食い（ Q1 ）

Q1 を「かなり速い」と回答したか否かで２値化して、他の回答肢対象者の属性および

他の質問項目とクロス集計を行った。その結果、食事にかける時間と食べ物を噛む回数

（図 3）、三食の食事時間（図 4）、食事の時間的余裕（図 5）との関連が強かった。
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2) 咀嚼状況（ Q8 ）

咀嚼状況（Q8）について何らかの支障があるか否かで２値化し、他の回答肢対象者の

属性および他の質問項目とクロス集計を行った。その結果、左右の奥歯をしっかりとかみ

しめられるか（Q9）、現在歯数（Q11）、口の乾燥を感じるか（Q14）、水を飲まないと食

べ物を飲み込みにくいか（Q15）との関連が強かった（図 6）。

３．早食いと咀嚼状況の相互関連

上述した早食い（Q1）と咀嚼状況（Q8）を２値化した変数から、両者の状況を一括し

て示す合成変数を作成し、性・年齢階級別に傾向をみた（図 7）。男性においては、比較

的若い年齢層で「早食い（とても速い）」の割合が高く、高齢者では「咀嚼（支障あり）」

の割合が高いことが認められた。女性の場合は、この傾向が不明瞭であった。また、咀嚼

に支障がある人は男女ともに比較的若い 40 歳代でも比較的多かったが、70 歳代で早食い

（かなり速い）に該当する人はいなかった。
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上述した早食い

（Q1）と咀嚼状況（Q8）
を２値化した変数を

用いて、両者の関連

を男女別に検討した

ところ、有意な関連

は認められなかった

（表 3）。

D ．考察

今回の調査では、「早食い」と「咀嚼に支障がある（噛めない）」人たちに対する保健指

導を住民健診などの場で行う際の基礎資料として、これらの性・年齢層別にみた分布など

の記述疫学的な情報を得ることを主たる目的とした。結果は概ね予想通りで、早食いは比

較的若い層に多く、高齢者層では早食いは少なく、咀嚼に支障を持つ人たちが多いことを

確認できた（図 7）。また、早食いと咀嚼状況は相互の関連性が低く（表 3）、「早食い」

で「噛めない」という特性を兼ね備えた対象者は少ない（図 7）ことから、両者は本質的

に異なるものであることが示唆される。

同じ成人健診でも受診者の年齢層は場によって異なる。とくに地域で実施する際には比

較的高齢者層が多い場合が予想され、早食いよりも咀嚼状況に焦点を当てる必要がある。

逆に比較的若い層に対しては早食いの是正を図るアプローチを重視する必要性が示唆され

たが、40 ～ 50 歳代でも早食い（とても速い）と同じくらいの数の対象者が咀嚼に支障が

あることが示されており（図 7）、歯科保健の観点から注視すべき結果と考えられる。

本調査は Web 調査として実施されたものであり、調査会社は依頼主が求める階層（今

回は 40・50・60・70 歳代の男女の計 8 階層）ごとに実質 1 日程度で調査が完了するよう

にモニター会員宛てに調査依頼メールを送信し、会員がメールから質問が置かれている

表３．早食い（かなり速いか否か）と咀嚼状況（支障ありか否か）の関連（性別）
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Web にアクセスして回答する。Web 調査は、かつては特殊なサンプルになりがちで一般

性に欠けるといった指摘があったが、近年のインターネットの普及とともに、Web 調査

の対象者は一般集団を代表した層に近づきつつあると思われる。しかしながら高齢者では

パソコンやインターネットが十分浸透していないため、モニター会員の高齢者は一般集団

を代表するとは言い難い。今回の調査で用いた質問項目で他調査と比較可能な現在歯数と

咀嚼状況について、他調査（現在歯数は平成 17 年歯科疾患実態調査、咀嚼状況は平成 16
年国民健康・栄養調査）と比較したところ、いずれも年齢の高い層における差が顕著であ

った（図 8、図 9）。

そのため、本調査結果のうち、とくに咀嚼状況については一般的な高齢者集団で期待さ

れる結果が過小に出ていると思われ、この点を踏まえて分析結果を捉える必要がある。一

方、早食いについては、比較的若い年齢層で問題視されるべきもので（図 7）、Web 調査

におけるこの年齢層の偏りは高齢者に比べて小さいと考えられるので、一般集団に比較的

近い結果が得られているのではないかと推察される。

従来、早食い（Q1）に関する疫学調査では質問紙がよく用いられてきた 1-3)が、早食

いという行動は幾つかの要素が複合されたものであることも指摘され 6)、保健指導などに

よる介入を行うためには、さらに踏み込んだ情報収集が必要である。そこで今回の調査で

は、食事にかける時間（Q2）、噛む回数（Q3）、三食にかける時間（Q4）・時間的余裕（Q5）
など、早食いという行為の構成要素にか関する質問を設けた。その結果、予想通り、全体

的に高い関連（図 5）が認められ、早食いの人は食事時間が短く（図 3、図 5）、咀嚼回数

が少ないこと（図 3）を確認できた。また、食事をとる時間的な余裕にも左右されている

（図 5）ことなどがわかった。今後は、実際に時間を測定して関連をみたりして、早食い

という行動を、より具体的に示すようにする必要があると思われる。

E ．結論

早食いと咀嚼に支障がある（噛めない）人たちに対する保健指導を効果的に行うための

基礎資料として、30 ～ 70 代の男女計 624 名を対象とした Web 調査を行った。食べる速

さについては、全体の約 1 割が「かなり速い」、約 3 分の 1 が「やや速い」と回答し、男

性では年齢が若い層ほど早食いの傾向が顕著であった。咀嚼状況については、全体の 2
割強が支障を有しており、男性では高齢者ほどその割合が高かった。

早食いの関連要因を調べたところ、食事にかける時間、食べ物を噛む回数、三食の食事
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時間、食事の時間的余裕との関連が強かった。咀嚼状況と関連の高い要因は、左右の奥歯

をかみしめられるか否か、現在歯数、口の乾燥、食べ物の飲み込みにくさと水の関係であ

った。

早食いと咀嚼状況の関連をみたところ、相互の関連は低かったが、早食いは比較的若い

年齢層に多く、咀嚼に支障がある人は比較的高齢層に多かった。この傾向は男性において

顕著であった。しかしながら本分析のサンプルのうち高齢者層は一般集団に比べて口腔状

態が良好な人たちが多いため、今回得られた結果のうち、とくに咀嚼に支障を有する高齢

者については結果が一般集団で予想されるものよりも過少に出ている可能性があり、注意

が必要と思われた。
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資料１．回答者の属性（性・年齢以外）

都道府県（単一回答） 地域（単一回答）

Ｎ ％ Ｎ ％

北海道 26 4.2 北海道 26 4.2
青森県 3 0.5 東北地方 25 4.0
岩手県 2 0.3 関東地方 282 45.2
宮城県 12 1.9 中部地方 75 12.0
秋田県 2 0.3 近畿地方 120 19.2
山形県 3 0.5 中国地方 36 5.8
福島県 3 0.5 四国地方 15 2.4
茨城県 12 1.9 九州地方 45 7.2
栃木県 6 1.0 全体 624 100.0
群馬県 6 1.0
埼玉県 41 6.6
千葉県 44 7.1 職業（単一回答）
東京都 98 15.7 Ｎ ％

神奈川県 75 12.0 公務員 24 3.8
新潟県 3 0.5 経営者・役員 30 4.8
富山県 5 0.8 会社員(事務系) 61 9.8
石川県 3 0.5 会社員(技術系) 45 7.2
福井県 3 0.5 会社員(その他) 34 5.4
山梨県 2 0.3 自営業 55 8.8
長野県 6 1.0 自由業 22 3.5
岐阜県 9 1.4 専業主婦 165 26.4
静岡県 14 2.2 パート・アルバイト 72 11.5
愛知県 25 4.0 学生 0 0.0
三重県 5 0.8 その他 116 18.6
滋賀県 7 1.1 全体 624 100.0
京都府 11 1.8
大阪府 44 7.1
兵庫県 38 6.1 未既婚（単一回答）
奈良県 12 1.9 Ｎ ％

和歌山県 8 1.3 未婚 112 18.0
鳥取県 3 0.5 既婚 512 82.1
島根県 1 0.2 全体 624 100.0
岡山県 7 1.1
広島県 15 2.4
山口県 10 1.6 子供の有無（単一回答）
徳島県 3 0.5 Ｎ ％

香川県 7 1.1 子供なし 143 22.9
愛媛県 3 0.5 子供あり 481 77.1
高知県 2 0.3 全体 624 100.0
福岡県 25 4.0
佐賀県 0 0.0
長崎県 1 0.2
熊本県 3 0.5
大分県 8 1.3
宮崎県 1 0.2
鹿児島県 6 1.0
沖縄県 1 0.2
全体 624 100.0
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資料２．各質問の回答状況

食べる速さはどのくらいで
すか。
単一回答 Ｎ ％

1 かなり遅い 35 5.6
2 やや遅い 110 17.6
3 ふつう 204 32.7
4 やや速い 209 33.5
5 かなり速い 66 10.6

全体 624 100.0

食事には十分な時間をか
けますか。
単一回答 Ｎ ％

1 時間をかけるほうだと思う 29 4.6

2
どちらかといえば時間をか
けるほうだと思う

207 33.2

3
どちらかといえば時間をか
けないほうだと思う

325 52.1

4 時間をかけないほうだと思 63 10.1
全体 624 100.0

食べ物を噛む回数は多い
ほうだと思いますか。
単一回答 Ｎ ％

1 多いほうだと思う 17 2.7

2
どちらかといえば多いほう
だと思う

162 26.0

3
どちらかといえば少ないほ
うだと思う

368 59.0

4 少ないほうだと思う 77 12.3
全体 624 100.0

1 2 3 4 5 6 7
三食の食事時間はどのく
らいですか。平日を想定し
て、該当するもの１つをそ
れぞれお選びください。

全体
　食べ
ない

　～5
分未
満

　5～
10分
未満

　10
～15
分未
満

　15
～20
分未
満

　20
～30
分未
満

　30
分以
上

単一回答

624 54 88 187 157 86 43 9
100.0 8.7 14.1 30.0 25.2 13.8 6.9 1.4

624 6 24 121 220 149 78 26
100.0 1.0 3.8 19.4 35.3 23.9 12.5 4.2

624 2 4 39 96 157 185 141
100.0 0.3 0.6 6.3 15.4 25.2 29.6 22.6

1 2 3
以下の食事をとる際の時
間的余裕についてお尋ね
します。
平日を想定して、該当する
もの１つをお選びください。

全体
時間は
殆どな
い

時間
が短
いこと
が多
い

ゆっく
り時
間が
取れ
る

単一回答

570 65 238 267
100.0 11.4 41.8 46.8

618 16 231 371
100.0 2.6 37.4 60.0

622 4 85 533
100.0 0.6 13.7 85.7

1 2 3 4
以下の食事について、普
段、どこで誰と食べます
か。
平日を想定して、該当する
もの１つをお選びください。

全体
家で家
族と一
緒

家で1
人

外で
誰か
と一
緒

外で1
人

単一回答

570 326 235 1 8
100.0 57.2 41.2 0.2 1.4

618 192 199 121 106
100.0 31.1 32.2 19.6 17.2

622 500 110 7 5
100.0 80.4 17.7 1.1 0.8

間食（三食以外に食べるも
の）として甘味食品・飲料
を１日何回とりますか。該
当するもの１つをお選びく
ださい。
単一回答 Ｎ ％

1 　０回 82 13.1
2 　１回 284 45.5
3 　２回 179 28.7
4 　３回 51 8.2
5 　４回以上 28 4.5

全体 624 100.0

2 　昼食

3 　夕食

Q6

1 　朝食

2 　昼食

3 　夕食

Q7

1 　朝食

Q1

Q2

Q3

Q4

1 　朝食

2 　昼食

3 　夕食

Q5
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かんで食べる時の状態に
ついて、あてはまるものを
１つお選びください。
単一回答 Ｎ ％

1
何でもかんで食べることが
できる

491 78.7

2 一部かめない食べ物があ 120 19.2
3 かめない食べ物が多い 12 1.9
4 かんで食べることはできな 1 0.2

全体 624 100.0

自分の歯または入れ歯で
左右の奥歯をしっかりとか
みしめられますか。
単一回答 Ｎ ％

1 左右両方かめる 498 79.8
2 片方でかめる 108 17.3
3 両方ともかめない 18 2.9

全体 624 100.0

1 2
以下の食品をかむことが
できますか。それぞれにつ
いてお答えください。
【注】普段食べていないよ
うな場合は、想像で差し支
えありませんので、どちら
かを選んでください。

全体 かめる
かめ
ない

単一回答

624 552 72
100.0 88.5 11.5

624 605 19
100.0 97.0 3.0

624 564 60
100.0 90.4 9.6

624 571 53
100.0 91.5 8.5

624 619 5
100.0 99.2 0.8

624 601 23
100.0 96.3 3.7

624 596 28
100.0 95.5 4.5

624 618 6
100.0 99.0 1.0

Q11

平均値 24.5
標準偏差 7.9
人数 624

歯の抜けたところはおぎ
なっていますか。あてはま
るものを１つお選びくださ
い。
単一回答 Ｎ ％

1 全部おぎなっている 294 47.1
2 一部おぎなっている 166 26.6
3 まったくおぎなっていない 164 26.3

全体 624 100.0

抜けた歯を何でおぎなって
いますか。あてはまるもの
を全てお選びください。
複数回答 Ｎ ％

1 総入れ歯 19 4.1
2 部分入れ歯 202 43.9
3 ブリッジ 290 63.0

全体 460 100.0

あなたの口には現在、何本の歯が残ってい
ますか。本数を御記入ください。

Q8

Q9

Q10

1 スルメ

2 タクアン

3 固焼きせんべい

4 人参(生）

5 牛肉(煮る）

6 イカタコ（ゆで）

7 大根（生）

8 キュウリ

Q12

Q13
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口の乾燥を感じますか。あ
てはまるものを１つお選び
ください。
単一回答 Ｎ ％

1 常に感じる 34 5.4
2 たまに感じる 329 52.7
3 感じない 261 41.8

全体 624 100.0

食事の時、水を飲まないと
食べ物を飲み込みにくい
ですか。
あてはまるものを１つお選
びください。
単一回答 Ｎ ％

1 はい 103 16.5
2 いいえ 521 83.5

全体 624 100.0

自分の歯の状態について
どう思いますか。
単一回答 Ｎ ％

1 よい方だと思う 74 11.9
2 ややよい方だと思う 81 13.0
3 ふつう 209 33.5
4 やや悪い方だと思う 178 28.5
5 悪い方だと思う 82 13.1

全体 624 100.0

歯科医院にはどのような
場合に受診されますか。
あてはまるものを１つお選
びください。
単一回答 Ｎ ％

1 定期的 156 25.0
2 早めにいく 65 10.4
3 症状が出てからいく 319 51.1
4 なるべくいかない 69 11.1
5 受診したことはない 15 2.4

全体 624 100.0

一番最後に歯科治療を受
けたのは、どのくらい前で
したか（今受けている治療
も含みます）。
単一回答 Ｎ ％

1 　６ヶ月未満 245 40.2
2 　６ヶ月～１年未満 92 15.1
3 　１～２年未満 108 17.7
4 　２～５年未満 87 14.3
5 　５年以上 77 12.6

全体 609 100.0

Q14

Q15

Q16

Q17

Q18

過去１年間に、健診等
（健康診断、健康診査、
人間ドック）を受けたこと
がありますか。
単一回答 Ｎ ％

1 ある 439 70.4
2 ない 185 29.6

全体 624 100.0

どのような機会に健診
等を受けましたか。あて
はまるもの全てをお選
びください。
複数回答 Ｎ ％

1
市町村等で行う健診（医
療機関で行う場合も含

198 45.1

2 職場における健診 155 35.3
3 学校における健診 4 0.9

4
人間ドック（市町村や職
場など上記の３つ以外
の健診で行うもの）

75 17.1

5 その他【　　　】 44 10.0
全体 439 100.0

健診で、メタボリックシ
ンドロームといわれまし
たか？以下のうち、あて
はまるもの１つをえらん
でください。
単一回答 Ｎ ％

1 いわれた 78 17.8
2 いわれていない 348 79.3
3 わからない 13 3.0

全体 439 100.0

「ゆっくりとよく噛んで食
事をとる」ことが肥満や
メタボリックシンドローム
の予防に
有効だという話を聞い
たことがありますか。
単一回答 Ｎ ％

1 ある 463 74.2
2 ない 161 25.8

全体 624 100.0

前問で「ある」とお答え
の方に伺います。
どこからその情報を得
ましたか。あてはまるも
の全てをお選びくださ
複数回答 Ｎ ％

1 新聞 199 43.0
2 テレビ 322 69.5
3 雑誌 93 20.1
4 インターネット 77 16.6

5
医師や保健師などの専
門職から聞いた

128 27.6

6 知り合いから聞いた 52 11.2
7 その他【　　　】 12 2.6

全体 463 100.0

Q23

Q19

Q20

Q21

Q22
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